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理 念
相手の心情に寄り添う愛のある医療を笑顔で実践します

P r a ct i c e m e d i c i n e f ro m t h e h e a r t,
c re ate s m i l e s  eve r y day

運営方針
LOV E a n d S M I LES

診療科紹介（心臓血管外科）
� 心臓センター部長　心臓血管外科科長　　今井克彦
　呉医療圏の医療関係者の皆様、平素より大変お世話になっております、この度４月より呉医療セン
ター・中国がんセンターの心臓血管外科に赴任いたしました今井克彦（広島大学平成３年卒）と申
します。心臓血管外科としては増員となり、３名体制となりました。長く歴史のある当院（旧国立病
院）への着任は、身の引き締まる思いです。これまで築かれてきた良き伝統と、これからさらに良く
変化させてゆきたいことについて、センターと診療科の紹介として綴らせて頂きます。
　当院の心臓血管疾患への対応は、古くから「呉心臓センター」として循環器内科、心臓血管外科の
両科のスタッフが協力して当たってきており、既に10年以上の歴史があります。現代の心臓血管疾患
の治療は、内科や外科の垣根を越えさらには医師以外の医療職種（主には看護師さん、各種の技師さ
ん、薬剤師さん、リハビリ担当など）と協同して「ハートチーム」を形成して行うことが既に当たり
前となった感があります。ハートチームのメリットは、通常の方法では合併症発生率や死亡率の上が
る治療であっても、これらを低減させられる可能性があり、強いてはハートチームでなければ出来な
い治療方法などを可能にするものです。私も前任地の広島大学病院での経カテーテル治療（大動脈弁
移植術、TAVI）などの経験から、ハートチームとは単に医療職種間の意思伝達が円滑であることで
はなく、チーム全体が「患者さんを元気にする」といった共通目標を共有できることが治療成績向上
の大きな力になることを体現してきました。幸いこの度、当院の心臓センター部長も拝命いたしまし
た。当院の大きな強みであるチーム力を十分に発揮できるセンターにして行きたいと思います。（写
真もご参照下さい）。
　さて、診療科としての心臓血管外科についても触れたいと思います。当科の手術件数は年間手術
140～170例程度で推移しており、うち心臓大血管手術は70～80例程度と呉医療圏で最も多い心臓手術
を取り扱っています。また、３次救急病院として、呉医療圏やその周辺からの患者を受け入れて緊急
手術が可能な環境にあります。呉医療圏は広島県および周辺の医療圏の中でも高齢者の割合が多い地
域であり、近年これが加速していますが、当科が以前から掲げてきた「その人に合った治療を総合的
に考えられる外科」というポリシーは、まさにこうした高齢化地域にはうってつけです。外科手術
は、内服治療やカテーテル治療に比べて体への負担（侵襲）が大きいことはご承知の通りですが、こ
れらを低減するための外科治療方法として以前から１）大動脈瘤に対する血管内治療（ステントグラ
フト治療）２）自身の組織を十分に活用する弁形成術３）人工心肺を使用しない冠動脈バイパス手術
（OP-CAB、オプキャブ）４）低侵襲手術（MICSなど）などを積極的に導入してきています。そし
て今後さらに重要視されてくることは、患者さんの（社会的なものも含めた）状況や状態とよく相談
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消化器合同オープンカンファレンス

呉医療センター・中国がんセンター　研修センター１．２場　　所

日　　時 平成29年 19：00～10月４日（水）

演　　題 「肝・胆・膵及び上部下部消化管を対象疾患とし、
� 画像診断から手術・病理診断まで担当各科で検討」
症例１：噴門小弯および胃角部前壁の早期胃癌に対し、腹腔鏡下胃全摘術を施行した１例
症例２：遠位胆管癌に対して幽門輪温存膵頭十二指腸切除術を施行した１例

した上での「治療方法の選択」です。ハートチームとして診断から治療、社会や家庭生活への復帰に
至るまでを医療のコースと考えて患者さんの診療に当たることは、この選択肢の幅を大きく拡げる事
が出来るもので、今後の医療・介護の柱となる地域包括ケアシステムの中での機能も十分に発揮でき
る取り組みとなると考えております。
　最後になりましたが、私自身が今まで興味を持って取り組んで来たことで、今後、当科でもより専
門性をもって取り組んで行きたいと思っているのが、不整脈を中心とした疾患群の診断治療です。不
整脈は比較的ありふれた疾患ですが、軽症から重症、また背景となる心疾患は非常に多岐にわたりま
す。とりわけ近年注目されているのは、「心房細動」とペースメーカを代表とする「心臓植込み型電
子デバイス（CIED）」です。心房細動は、現在でも発生維持機序に論争があり、まだ完全に解明さ
れた不整脈とは言い難いのですが、一方で患者さんの訴えも千差万別である疾患です。最終的に予後
不良となる因子は脳梗塞や心不全ですが、その予防の為の生活改善、内服治療、原因療法としてのカ
テーテル治療（アブレーション）、外科治療（メイズ手術）などが患者さんの状況によって選択され
ます。特に弁膜症に合併する心房細動は外科手術が得意とするところです。世界にも認められた我々
の心房細動外科治療を適応出来る患者さんには、積極的に治療に当たらせていただきたいと思いま
す。また、CIEDについては、ペースメーカひとつとっても、本年９月からは、電池のポケットや経
静脈リードが不要となる「リードレスペースメーカ」が登場（当院は県内優先施設に認定されていま
すので勿論施行可能です）するなど、現在の循環器領域でも器機の進歩が最も早い領域であり、様々
な患者さんへの負担軽減が著しい領域でも有ります。当院は、こういった世界最先端の器機を早期に
導入できる環境にありますので、これらも積極的に導入してまいります。もう一つ近年問題となって
いるのが、感染を中心としたCIEDトラブルです。その解決方法の一つに「（CIEDシステム全抜去に
おける）経静脈的リード抜去手術（エキシマレーザー使用）」がありますが、この導入を当院でも準
備しており、近々開始できる予定です。この手術は術者や施設の基準等が厳しく、西中国地方（広島
県、山口県、島根県）では当院が唯一の施行可能施設（2017年９月末現在）となります。
　はじめにお伝えしましたように、当院ではハートチーム全員で診断治療から後のフォローまでをサ
ポートし、「全ては患者さんの為に」、「その人に合った治療を総合的に考える」姿勢を貫いてゆき
たいと思っております。循環器、心臓血管疾患の患者さんでお困りの場合、一度詳しく検査をして
貰った方が良いかと思われる場合、専門医の話を聞いて貰った方が良いと思われる場合、など、お気
軽に当院へご紹介頂ければと存じます。当院は原則紹介受診となっておりますが、紹介前の相談など
も循環器内科、心臓血管外科にかかわらす遠慮無くご連絡頂ければと存じます。
　これからも呉心臓センターをどうぞよろしくお願い致します。

救急外来へのご紹介について
　救急車で搬送する患者さんのご紹介は、救命救急センター医師が症状等を直接お伺いさせていただ
きますので、「救急外来受付」まで電話でご連絡いただきますようお願い申し上げます。

平 日 昼 間　　８：30～17：15　　　０８２３－２２－３１１１　
土・日および夜間　　17：15～８：30　　　０８２３－２３－１０２０　



内科オープンカンファレンス

呉医療センター・中国がんセンター　地域医療研修センター１．２場　　所

日　　時 平成29年 19：00～10月26日（木）

医長講義
症例１：腎臓内科医師　　細川　亮平 医師

内分泌・糖尿内科科長　　久保田　益亘 医師

地域医療研修センター定期講演会

呉医療センター・中国がんセンター　地域医療研修センター１．２場　　所

日　　時 平成29年 19：00～10月18日（水）

演題および演者 「がん治療における医科歯科連携」
歯科・歯科口腔外科科長　　田中　浩二 先生

地域医療研修センター特別講演会

呉医療センター・中国がんセンター　地域医療研修センター１．２場　　所

日　　時 平成29年 18：30～11月29日（水）

演題および演者 「季節性インフルエンザ、新型インフルエンザ等
� パンデミックと医療機関の備え」

広島県感染症・疾病管理センター
センター長　　桑原　正雄 先生

地域医療連携室からのお知らせ
　平素より当院の地域医療連携のご協力とご理解をいただき感謝申し上げます。
　９月１日（金）より下記のとおり地域医療連携室の電話対応時間が変更になりましたのでお知らせ
いたします。

地域医療連携室の
電話対応時間を
変更いたします

９月１日（金）より 旧　８：30～17：00

新　８：30～17：15



乳がんサロンのご案内
日　時：10月26日（木）
　　　　14：00～15：00
場　所：外来棟４階　第３研修室

内　容：「治療中の日常生活について」

がんサロンのご案内
日　時：10月11日（水）
　　　　14：00～15：00
場　所：外来棟４階　
　　　　第１・２研修センター

内　容：「私の心づもり」として文章に残すこと
　　　　～ＡＣＰであなたの希望や思いが
　　　　　医療やケアに反映されるために～

PETだより（No.27）
・肺癌シリーズの８回目です。今回は肺癌が原因で生じた反回神経麻痺についてお話しします。
・嗄声（させい）などの反回神経麻痺症状を呈する患者さんを診た時に、胸部CTで精査することが
あります。
・嗄声は原因不明なことも多いのですが、本症例のごとく腫瘍による反回神経の圧排を指摘出来るこ
とがあります。
・このため通常は左右両側の声帯に生理的集積を認めますが、反回神経麻痺の影響で、患側の声帯が
麻痺で動いていないために、声帯の集積に左右差がみられます。

予約は当院の地域連携室を通してお願い致します。
� 放射線診断科科長　　豊田　尚之

図説明

60歳代男性,原発性肺癌。
図Ａ：PET-CT横断像。大動脈弓部直下のリンパ節転移にFDGの集積を認める

（白長矢印）。これにより左反回神経が圧排され麻痺を生じている。左上
葉末梢には原発性肺癌を認める（白短矢印）。

図Ｂ：PET-CT。生理的集積を呈する声帯には右側のみ集積がみられ、麻痺のあ
る左側には集積がみられない（白矢印）。

図Ａ 図Ｂ



 



がん治療における医科歯科連携

連絡先 〒737-0023 呉市青山町3番1号
国立病院機構呉医療センター・中国がんセンター 管理課
TEL（0823）22－3111 ホームページ：http://www.kure-nh.go.jp/

国立病院機構 呉医療センター・中国がんセンター

地域医療研修センター定期講演会

座長 呉医療センター・中国がんセンター

外科系診療部長 田代 裕尊

講師 呉医療センター・中国がんセンター

歯科口腔外科科長

田中 浩二

◆当講演会は、院内外を問わず、医療関係者すべての方を
対象とさせていただいております。お気軽にご参加ください。

⽇時 2017年 １０⽉ １８⽇（⽔） 19:00〜
場所 呉医療センター・中国がんセンター

管理棟4F 地域医療研修センター１・２

平成24年度の診療報酬改定で、医科と歯科の連携を軸にした

保険制度改定があり、「周術期口腔機能管理」という項目が新
設されました。
病院歯科としての現状について報告します。
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室

　
入

船
　

竜
史

対
象
職
種

 
医

長
講

義
 
内

分
泌

・
糖

尿
内

科
科

長
 
久

保
田

 
益

亘
 
症

例
１

．
 
 
腎

臓
内

科
医

師
　

細
川

　
亮

平

 
蘇

生
教

育
チ

ー
ム

院
内

向
け

全
職

種

管
理

課
院
内

向
け

全
職

種

地
域

連
携

室
・

管
理

課
○

全
職

種

消
化

器
内

科
○

全
職

種

薬
剤

部

全
職

種

看
護

師
助

産
師

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

院
内

向
け

Ｍ
Ｅ

管
理

室
院
内

向
け

全
職

種

栄
養

管
理

室
○

１
０

月
の

時
間

外
　

研
修

会
／

勉
強

会

研
修
会
名

日
　
　
時

場
　
　
所

講
　
師
　
※
敬
称
略

1
0
月

1
6
日

（
月

）
1
8
:
0
0
～

1
9
:
3
0

地
域

研
修

セ
ン

タ
ー

１
・

２

 
消
化
器
内
科
　
外
科
　
放
射
線
診
断
科
　
病
理
診
断
科

　
 
胆

・
肝

・
膵

及
び

上
部

下
部

消
化

管
を

対
象

疾
患

と
し

、
　

 
画

像
診

断
か

ら
手

術
・

病
理

診
断

ま
で

担
当

各
課

で
検

討
。

1
0
月

4
日

担
当
部
署

 
内

科
オ

ー
プ

ン
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

 
 
 

1
0
月

2
6
日

（
木

）
1
9
:
0
0
～

2
0
:
0
0

地
域

研
修

セ
ン

タ
ー

１
・

２

（
水

）
1
9
:
0
0
～

　
　

地
域

研
修

セ
ン

タ
ー

１
・

２

1
0
月

1
0
日

（
火

）
1
8
:
0
0
～

1
9
:
0
0

1
1
F
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム

「
が

ん
治

療
に

お
け

る
医

科
歯

科
連

携
」

1
0
月

1
1
日

（
水

）
1
8
:
0
0
～

1
9
:
0
0

地
域

研
修

セ
ン

タ
ー

１
・

２

1
0
月

1
8
日

（
水

）

（
水

）

1
9
:
0
0
～

　
　

1
8
:
0
0
～

1
9
:
0
0

地
域

研
修

セ
ン

タ
ー

１
・

２

1
0
月

1
8
日

1
8
:
0
0
～

1
9
:
0
0

1
1
階

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ル

ー
ム

看
護

部

医
師

（
初

期
研

修
医

含
む

）

1
0
月

1
7
日

（
火

）
1
7
:
3
0
～

1
9
:
0
0

呉
医

療
技

術
研

修
セ

ン
タ

ー

呉
医

療
技

術
研

修
セ

ン
タ

ー
蘇

生
教

育
チ

ー
ム

院
内

向
け

管
理

課

全
職

種
 
皮

膚
・

排
泄

ケ
ア

認
定

看
護

師
　

五
十

川
　

か
お

り

全
職

種

 
歯

科
口

腔
外

科
科

長
　

田
中

　
浩

二

　
　

　
　

　
全

職
種

※
事
前
申
込
要

 
問
合
先
：
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
 
高
浜

 
「

Ｃ
Ｐ

Ｒ
（

心
肺

蘇
生

）
」

 
「

Ａ
Ｅ

Ｄ
（

自
動

体
外

式
除

細
動

器
)
」

地
域

研
修

セ
ン

タ
ー

１
・

２

内
科

○

1
0
月

3
1
日

（
火

）
1
7
:
3
0
～

1
8
:
3
0

呉
医

療
技

術
研

修
セ

ン
タ

ー
Ｍ

Ｅ
管

理
室

院
内

向
け

1
0
月

2
3
日

（
月

）
1
7
:
4
5
～

1
9
:
0
5

院
内

向
け

1
0
月

2
6
日

（
木

）

自
己

研
鑽

で
専

門
性

を
高

め
ま
し
ょ
う
！


